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卒業式に見る袴の現代的着装の研究I
A study of wearing modern hakama at graduation ceremony 1 
田中淑江長谷川紗織大塚絵美子宮武恵子
Yoshie TANAKA， Saori HASEGAWA， Emiko 0'芯UKA，KeikoM町1¥TAl包
1.はじめに
近年、和服を取り巻く環境に変化が生じてい
る。例えば街行く人々の和服姿に目を向けると、
正統派に和服を着装する人が見られる中、自由
な発想で個性的な和服の着こなしをしている人
も見られるようになった。また「美しいキモノ」
に代表される正統派の和装雑誌が存在する中、
若い世代をターゲットにした従来の和服雑誌に
は見られない着こなしを紹介する和装雑誌や本
などの出版物が新しく発行されているのが現状
である 1)2) 3) 4) 5) 6)η 
このように和服において、昔ながらの伝統に
則った着装や形式にとらわれることのない、新
しい着装ルールの展開がされ始めている。この
ような状況の中、若い世代で和服の装いとして
定着している女子大生の卒業式における袴の着
装に着目した。日頃、思い思いのコーデイネー
トでファッションを楽しんでいる学生は、この
日だけは日ごろ馴染みない和服である袴をフォ
ーマルな場である卒業式の服装として選ぶ。
本研究では卒業式の袴を学生はどのような基
準で選ぴ、そして装うのか。また和服に関する
情報入手方法やその媒体、更に日頃の装いとの
関係から分析することにより、現代の若い世代
が描く和服に対する期待やイメージを具体的に
把握し、若者に求められる和服、更には今後求
められる和服の在り方へと発展させた考察をす
ることを目的とする。
本研究の新規性は、伝統的な和服を対象とし
た調査研究を行う被服平面研究室と、現代ファ
ッションを対象として商品企画及びデザインに
ついて調査研究を行う被服意匠研究室の両研究
室により異なる側面から袴の分析を行うことに
ある。両研究室の多面的分析により日本の伝統
的袴の着装や袴の現代的着装の傾向や動向を的
確に捉える事が出来る。
2.研究方法
2014年3月15日に行われた共立女子大学の
卒業式当日に被服学科学生66名の袴の着装姿
を撮影した。録影項目は 1全身正面、 2全身
背面、 3全身右側面、 4上半身、 5衿元、 6足
元、 7頭部、 8鞄、 9ネイルの 9カットである。
この写真データを両研究室で共通資料とした
(図 1)。そしてここから袴のコーデイネートに
関する 17項目(長着の種類・半衿・伊達衿等
の小物類、帯、袴の種類など)と着装に関する
6項目(衣紋の抜け方、衿合わせ、半衿の見え
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表 1 共通データの一部
孟~竺 1 2 3 4 s 6 7 8 
極観 3 3 3 3 3 3 3 3 
鎗文 2 2 3 2 1 2 1 1 
u 1 1 4 t 1 ' 1 t A!f 
その他内容
鎗2量 4 4 1 4 4 4 自 8 
その他内容 型匝 自量
種額 1 2 2 2 2 2 1 2 
卒事争
その他内書
有鋸 1 1 1 2 1 1 
伊遺鈴 担額 3 2 3 3 t 
その他内容
司畢 am 3 3 2 3 2 3 2 3 
有鋸 2 2 2 2 2 2 
稽舗り 内容
格掲げ {つaまnみ
水色
与T 
長沼との 2 2 2 関週佳
種翻 2 1 
制舗 2 1 2 2 2 2 1 
ー
u 3 3 3 3 3 3 3 
長Dとの 2 2 2 2 関週t生
lIJ'lI 3 2 2 2 2 3 2 
足元 その他内容
足袋 6 6 6 6 6 6 
担額 4 1 3 2 2 2 3 5 
flI ガマロその他内書 パッグ
WI1 4 2 3 1 4 
飽IJ 3 5 3 5 5 5 
IlIJ 
(ミエベレ
{つ鉱ま工み} {ベレ (つ細ま工み} その他内書 帽ー+自
hBl 伺ー}
ネイJ" 有. 2 2 1 2 
その他 有. 2 2 2 2 2 2 2 2 
S華鏡& その他内S
衣lt 2 t 2 2 2 
衿合わせ 1 2 
縛の高書 2 2 2 2 2 2 2 
I 舗文 2 2 2 2 2 2 2 2 鋪正 3 3 1 3 3 3 3 
不足母分 胸 胸 胸 胸 胸
平鍋穆の分量 2 2 2 2 2 3 2 2 
方(①前衿合わせと②後ろ衿中心位置)、半幅
帯の見える分量、袴丈、補正)をそれぞれデー
タ化した(表 1)。
ここで袴姿の共通基礎知識として図 2-1. 
9 10 1 12 13 14 15 16 17 18 9 初
5 4 3 4 5 3 4 4 4 3 4 4 
t 2 1 4 2 1 4 4 2 2 3 4 
2 1 3 1 1 1 官 t 1 1 3 
官 4 4 自 1 2 1 1 1 1 4 1 
S昆
ー
t 2 1 2 2 1 1 2 t 
1 1 t 1 1 1 1 2 1 1 1 1 
1 3 4 その他 1 1 3 1 1 1 3 
ライン
Zトーン
2 3 3 2 2 2 2 2 3 3 3 2 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
2 2 
1 2 1 1 1 1 1 2 t 
2 2 1 2 1 2 2 2 2 1 
3 3 3 3 3 3 3 3 3 1 
2 2 2 1 2 
3 2 2 1 2 1 2 1 2 1 2 
6 6 6 6 5 6 1 6 1 6 
1 2 4 1 1 1 1 5 4 3 
ガマロ
バッグ
4 2 2 1 4 3 2 1 2 2 
B 6 4 5 5 t 1 1 1 1 
{ビーズ
の花+ii{つ飽ま:r)み
テシ3
(B)) 
2 2 1 2 t t 2 2 2 2 2 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 
1 1 不明 2 2 t 2 1 1 t 
t t t 2 2 t 1 1 2 1 
1 2 2 t 1 1 t t 2 1 
2 2 2 2 2 2 2 2 2 1 不明 2 
3 3 3 t 3 3 t t 3 ' 3 
胸 胸 胸・ウ 肩 胸 ウエスト ウ:Uトヱスト
2 2 2 2 2 2 官 2 1 2 2 2 
2を用いて名称を示す。数字①からは基本名称、
で、アルファベット Aから Eは着装で着目し
た箇所であるo 6項目の最後は補正Fである
が図には示しにくいので省いた。
-13-
Jじ立kチ大学2反政学日世紀~ ~ 61号 (2015) 
ぷ2 紡の~V(装に附する基準
LJ¥寸?装道きもの学院テキス ト Z慢しいキモノ よくわかるきものと きもの数本高修皆修課程実技編 着付けと移籍ぴ
衣紋の分量 指 3-4本分
衣絞をt主力、ず
指2-3本程度 あまり妓かない
後首に沿わせる
衿合わせ やや深めに合わせる
のどのくぼみが隠れるよ
× きっちりと合わせる
う結め気味に合わせる
半衿の分量(前) 1-1.5cm 1.5cm程度 1 -1.5cm x 
半舗の分量 (後) 衿よりも O.5cm控える X 
長懸から出ない程度
x 
控える
半幅手替の分量 1 -2cm 見えない 1cm 1cm 
袴丈 (草履) 足の甲が見える程度 足の甲が見える程度
足の甲から
くるぶし程度
浮いている程度
袴丈 (ブーツ) x x 草履の時短く x 
キリっと仕上げる
補正
胸元からウエストに
かけてやや多めにする
X x x 
r _ A衣紋のfを;tH合
且 _ _.611， ~ 制1.{紋
/ "c半衿の見え)j
l立12-1 待望Eの名林 (，iIli) 関 2-2 傍受の名物、 (側而)
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図 3-1 A;Ji.紋
関 3-3 C!I~怜(liili) 
l主13-5 D !I~申~r，HWの見える分以
袴の若装の分析をするために、基準となる清
装を設定した。資料として)1)いたのは 「装道き
もの学院テキス トロ修皆修諜担実技編J帥「美
しいキモノ No.123J9) Iよくわかるきものとお
付けと術結びJ10) Iきもの教本J1)である(表 2)。
統一見解が符られない羽IJもあるが多数比解、
類似見解、または記載が一つのものをまとめて
基準とした。A衣紋は首からiri2本程度(l巡|
3 -1)0 B衿合わせは深めに衿が合わせられ
$J'i'll'のくぼみが隠れる税度(図 3-2)0 C-'I:. 
衿は前身頃の衿合わせの位世で 1.5-2 cmf~l\皮
|耳13-2 B怜合わせ
|百13-4 C半怜 (1'ii而)
(~I 3 -3)、後ろ衿中心位i丘で表衿から/1¥て
いない(表衿よ りO.5cmほど控える)(医13-4)、
D!.I:'I師桁の比え方は紡のij*'Rから均一帽で 1
cm程度 (1ヌ13 -5)0 E r.7丈は-{;i.処LtfJ1J1I与で
はJLの11'が比える程度(腿13 -6)、ブーツlf
川H与ではくるぶしが比える程度とする (1災13
-7)0 F 揃 ïEは体の I!!.I 凸が U Ji:たなく不 I~I 然
な鍛がないことを基準とした(図 3-8)。
論文構成は1.はじめに、2.研究方法、 3.
怖の概要、 4. 符のお誌に見る現状分析、5.
ファッション分析を基にした符の清装、6 ま
とめとする。
論文担当筒所は、被J良之1:而造形研究室が従来
の伝統的治~方法との比較から分析し、 論文榊
!此 4.袴のずf装に見る.rn.状分析を事4市する。被
JJI~.\J:ll託研究主がファッション的概念で袴，，vf)f)の
実態分析を行い、 5 . ファ ッション分析を l~に
した袴の新装を'l)¥^在する。
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1:(13 -6 ε符丈 (I，'tk1!l1JIlI1年) 1;113 -7 E紛丈 (プー
ツ1rJ1J1I，y)
医13-8 F補iE
3.袴の概要
久子大生の卒業式の待望5は「大正ロマンJ、「は
いからさんがjliるJの北村・紅縮 問など大 IEl時
代の火下学生が装う、矢緋のJf物にj陶山に"vfH
けた袴、制仁げの靴からイメージする傾向が凡
られる 問。 ここでは友子学生の持~の)JI!装史的
変濯を述べる。
まず!;:.学生の起こりは19治 5{j::明治政府の
r . 兵衛IJ~，(Iîにより広くあ1I女子に教育が義務付
けられたことに起l対する。
!;:.学生の衣)JIlは明治という時代、世相の変化
とJtに好余11折し変動が見られた。初期には符
盗から布l装へ、鹿嶋館時代には和装から洋装へ、
Jll!: 1鳴舶の点退とともに洋装から布l装へと定化
し、タ:チ改良JIl運動を経て袴姿が定却するとい
う流れをくんでいる。
まず学制にwい明治 5年官立のよu点火学校
が1m設された。この時女生徒にどのような服装
をさせるかが問題になった。お茶の水女子大学
行年史によれば
「文節約は 「女子従前ノ衣服ニテハ教場Jilき
不都合Jであるから袴と羽織を活用させたいと
いう f入学ノ女子著服ノ義ニ付伺Jを太政行に
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提出した。これまで士分男子(もしくはこれに
準ずる豪農・豪商層)の服装であった羽織・袴
を女子に着用させるのは「一幹ノ風俗」にかか
わる重大事であったのでわざわざ太政官に伺を
立てたのである。この伺いを審議した太政官左
院は、羽織・袴では「男女ノ差別Jが立たなく
なるので、袴だけ許してはどうか、また fl.羊制
ノ女服Jも許してよいのではないか、という趣
旨の上申を正院に提出した。この上申をうけて、
正院は「伺ノ趣、袴ノミ着用致サシムベキコト」
と文部省に指令したが「洋制の女服」について
はまったく言及しなかった。J川(下線筆者)
ここで女学生の衣服として袴を用いることが
正式に決まった。しかしその様子は縞の男袴を
着装した不思議な格好と世間では思われていた
ようである問。
その後東京女子学校は廃校となり、続いて文
部省令により明治 8年に東京女子師範学校が
創設された。開校式当日の女生徒の装いを記し
た資料によると、「生徒は学校からの「おしきせJ
というお揃いの着物と袴を支給されましたが、
許可を受ければ自弁のきものでもよかったの
で、千世はその日着物だけは自弁の亀綾という
生地の鼠色の五つ紋付きに「おしきせJの紺の
あらいたて縞の小倉袴、髪はくずひき(約 1
センチ幅の白い紙の根がけ)をかけた唐人まげ、
はきものは全生徒揃いの麻裏ぞうりでした。袴
のしたてはマチをずっと低くしてあっただけ
で、あとは男物と同じでした。ほとんどの生徒
が縞もので、このころは紋付きでも女は黒を着
ることはなかったのです。J附
開校式では官給による紺の粗い竪縞の檎が低
い位置にある男物の小倉袴を着装していた様子
が分かる。男袴には補入りと補無の袴があるが、
ここでは檎入りの袴が用いられていた。現在女
袴として用いられるのは檎の無い行燈袴である
が、その当時は女性用の袴としてまだ使用され
ていなかった。
同8年には跡見花隈 (1840-1926)が創設
した跡見学校では紫紺の行燈袴(檎無)を用い
ることとした。
この袴の制定にあたり皇后(昭憲皇太后)陛
下の御内示を受けたとされているヘ花践は宮
中に関係があったので附宮中の緋の袴から発
想を得て、高尚で優美さらに機能性を備えた女
学生の制服として檎無しのスカート状行燈袴が
女袴として採用された。跡見学校の袴姿は、官
立の東京女子師範学校が用いた男袴とは対照的
な優雅な女性らしい装いであり、以後、紫の袴
からスミレ女史として特別な位置付けを誇っ
た。
続いて明治 18年に学習院女子部から分離し
開校した華族女学校では、設立当初「服装心得」
が示された削。
一、本校ノ生徒タルモノハ袴ヲ着シ靴ヲ穿ク
Jてシ
一、表衣は随意トス
一、袴は縞ヲ除クノ外、色目・地紋随意タル
Jてン
一、結髪は随意タリ
一、西洋服ニテモ苦シカラズ
上記のように袴の着用が示された。同校の袴
は、学監下回歌子 (1854-1936)が考案した
ものである。下回歌子も前述の跡見花践と同じ
く宮中経験者である。その見地からここの示さ
れた袴は上流階級の女子のための衣服として、
宮中の緋の袴と指貫とを折衷して儀礼性や機能
性を考慮したものであった。袴は縞を除く他、
色目地紋は自由とされていたが、次第に海老茶
を多く用いるようになった捌といわれている。
同校の袴に靴を履いたスタイルは、その後女子
学生の定番スタイルへと発展していった。
特に明治32年 (1899)年に高等女学校令が
公布され女子教育の拡大に伴い、女学生の袴姿
は一気に拡大し、普及した却。
また明治30年代は「ハイカラな時代」であ
り却女学生は小説のヒロインとして受場する
『魔風恋風Jのヒロインは
鈴の音高く、見はれたのはすらりとした肩の
滑り、デートン色の自転車に海老茶の袴、髪は
-17-
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結流しにして、白リボン清く、着物矢緋の風通、
袖長ければ風に廃いて・.. . .却
と表現され、また同じく小説 f青春jのヒロ
インは以下のように記される。
前髪を暴に押潰したような束髪に桃色のリボ
ン、鼠に阿納戸の乱立の糸織の被風を着て、海
老茶のカシミヤの袴を稿短目に、黒靴下の細り
した足頚に靴の編上を街込ませて・.. 24) 
当時の女学生は「海老茶の袴Jr矢緋の着物J
「編み上げの靴Jr束髪にリボンJなど、はいか
らな様子が表現されている。以後この姿は大正
へと受け継がれていく。
一方当時、式服として定められた衣服も存在
する。例えば跡見女学校では明治32年 (1889)
に生徒の式日の正服を上着は黒木綿五つ紋を礼
服とし、紫の袴を着用することが規定された
お}。
1.上着黒地五つ紋(模様なし)地質木綿
1.下着 岡 地質キャラ
1.袴 紫地 同
コ
地質メリン
ス又はカシ
ミヤ類
また地方の岡山県立岡山高等女学校では平常
服と式服の区別がされ「長着は無地木綿紋服を
着用する・.. . Jなどと「生徒の服装の心得J
に定められたお)0 1900・1910年代に服装規定
が定められた女学校では、式日の礼服は黒木綿
の紋付きとされたようである mo
このようにして日常着としての女学生の袴姿
は、袴の着用と袴下の長着は校則にも見られる
ように自由であったので矢緋などの緋模様や小
紋などが用いられ、式服では黒紋付きの長着と
定められそれぞれ区別され着用されていた。
以上、明治時代に成立した女学生の女袴姿は
政治、教育、世相の話題の的となり、女子の服
装史に大きな足跡を残した。またこの時期に着
用された平服時の袴姿は現代の女子大生が憧れ
を抱く卒業式おける袴姿の源流となっているo
4.袴の着装に見る現状分析
4-l.研究目的
現代の女子大生の卒業式の服装は袴姿に定着
したといえる。袴姿の現状を把握し、従来の袴
着装姿との違いからそれが何に起因するのかを
考察することを目的とする。
従来の女子大生及び女子学生の袴に関する研
究は、服装史的視点から袴の変遷を捉えるもの
が主流であるお)。唯一女子大生の卒業式におけ
る袴の着装実例をアンケート調査により分析し
たものに、呑山、都築「女袴と卒業式の服装J
29)を挙げることが出来る。ここでは卒業式当日
にアンケートで卒業式の服装について、服種、
色、調達方法、費用、当日の服装についての感
想などを調査項目として検討を行っている。
本研究では、本学の卒業式当日の学生の袴着
装の写真データの裏付けのために、予備調査と
して質問紙解答法によるアンケートの調査を実
施したo これらの資料を用い従来の伝統的着装
方法との比較、袴のコーデイネート、袴着装の
意識などの視点から傾向を把握し、その結果を
もとに本学の袴着装の特徴や意識のあり方の考
察を行う。
4-2.研究結果
(1)共通写真データによる分析
①袴の着装に用いられた和服と和装小物の分析
まず、袴下に着用された長着に注目する。長
着の種類は大きく分けると小紋と振袖が上位を
占め主流であったo 他には附下と色無地が僅か
に見られた住1)(表 3)。長着の傾向は華やかな
ものが主流であることを示した。長着の模様で
は一般的に多く用いられる植物模様が大半を占
めていた。長着の袖丈は小振袖が主流であり(図
4 -1)、次いで普通袖(図 4-2)、大振袖(図
4 -3)の順となった卸)(表4)。
袴の種類では、無地の袴が約半数を占めた。
次いで刺繍入りが約 3割を占め、グラデーシ
ヨン、地紋がそれぞれ 1割となった(表 5)。
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ぷ31毛;{fのや[(察i 1<4 hhの組芳i 表 51!Jの額賀1
長倉の種類l 人数 割合(%) 袖の種類
小絞 32 48 普通袖
振袖 30 45 小領袖
イ寸け下げ 3 5 大担E紬
色無地 i 2 中鍍f由
青十 66 100 針
~!聖地を選択する傾向と、~i1J舗の脱線装飾や地紋、
グラデーションなど変化のある僚やかな持を選
択する傾向とが半々であった。
次に小物類を5，Vf装1J:の身体上部からとり挙げ
る。 まず半衿の離器iは、自の1!!~地と刺繍入りの
.!I:.衿がほぼ類似の 5;Im弱をl!iめ主流であった。
少数ではあるがレースの施された半衿 (図 5
-1)や染やプリン トで模様付された半衿 (図
人数
17 
27 
13 
9 
66 
割合 (%) 袴の種類 1 人数 割合 (%)
26 無地 30 45 
41 グフデ シーョン l B 12 
20 事j繍 22 33 
14 地紋 6 9 
100 計 66 100 
5 -2)の活用も見受けられた。
伊述衿は半数の学生に使用がみられた。伊達
衿の種類に着目すると単色のJ!!~地が 6 ;則を占
め (図 6-1)、次いで 2色の無地が 2割で
あった (図 6-2)。少数であるが柄の施され
た伊述衿 (図 6- 3)や 3色重ねの伊達衿 (図
6 -4)、縁にラインストーンの施されている
伊達衿 (図 6-5) も見受けられた。
lまJ4 -1 ，J、仮相h l語J4 -2 1'i・j画布h 図 4-3 大振柏
JitJ 5 -1 レースの・J~徐 図 5-2 染による絵付けの半微
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半幅'i17は見える分祉は少ないが、何?や長おの
アクセントとなる色を使川し華やかな袴姿や、
同色を)IJいるとすっきりとしたr.J~を印象づけ
る小物の一つである。コーデイネートのアクセ
ントと なる色の半幅，1¥;(1哩17ー 1)を使川し
ていた学生はが~ 9 ;I~Jで主流であっ た。 長J(f ま
たは袴と同色の半申I，柿 (凶 7-2) を位川し
ている学生は約 1訓であった。これらの半幅
慌のlドで柄のある半幅帯(医17 -3)を使m
している学生は半数近くみられた。
履物はブーツと草履がそれぞれほぽ半数を占
めており主流であった。少数派では、 パンプス
やローフ ァーの着用が見られた。
iIIi述の草履活用者は自足袋をmいるのが主流
であるが、少数ではあるが総柄足袋(匝18-1) 
やレース足袋(図 8-2)、ワンポイ ントの棋
|民16 -1 11.色無地のm;主衿 似16-2 2色燥地のイ)1迷衿 区16-3 納入りの伊述怜
際16-<1 3色の伊述衿 |ま16-5 ラインストーンの施された伊述衿
図 7-1 アクセントとなる色の l女17-2 同色の半幅47 図 7-3 柄のある半将司7
4王制l:i7
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様がある自足袋(閣 8-3)の荒川が見られた。
一方ブーツや靴の活用者はタイツや靴下を荒服
しており足袋を滑j干jしていなかった。
鞄の極額は和装朋ハンドパックが一帯多く 、
次いで巾着、洋装用鞄であった。このほかに風
日敷パック(図 9-1)や渚古した荷を仕立
て替えたクラッチパ ック (匝I9 -2)も見ら
れた。
上記以外の装飾品としてはベレ - ~1 (図10
-1)やレースのグロープの着JH(図10-2)、
袴にチェーン (図10-3)や造花等の手n装と
は異なる洋装の装飾品が見られた。
②袴の清装 6項目の分析
まず衣紋の抜き具合だが、普段着は指 3本
ほど首より離すが、式)J~の場合は指 2 本程度
首より離した首に沿わせた状態が基準である。
この傾向を示した学生は 2割程度である。残
りの 8~JqJの学生は衣紋が指 3 本以上抜けてい
た。その中にはこぶしが入る程多く抜かれてい
る者もいた(図 11)。
衿合わせでは 8割の学生は鎖骨のくぼみを
隠すという基準 (図12) を満たしていた。前
述のように、衣紋を多く抜く傾向にあるため必
然的に衿元が詰まるので、基準に沿った着装に
なると考えられる。
半衿の見える基準は、前衿合わせ簡所で 1
cm程度であるが基準を満た している学生は
32%であった。多くの学生は左右で見える:L1が
異なる非対称の衿合わせであった。(図 13)ま
図8-1 総.l¥Ij足袋 1~1 8 -2 レー ス足袋 図 8-3 ワンポイント の紋織が
ある足袋
函9-2 ;?'r古した4ifを仕立て変えたクラ ッチパック
|史19-1 風呂敷パγク
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|誕10 -L ベレー 制! 1:;(1 0 -2 レースのグロープ |耳110-3 チェー ンの談飾・1lI
区111 ノ正:紛l1J1lの衣紋お :多く銭かれた!i.紋
!型113 Je.:必憎の'ド怜の比える分散布:ぷイiJI:対
材、の、ド怜
た後衿小心で半衿は長者の衿より O.5cm控えら
れるのが基準であるが、基準値を示したのは約
4 '，1刊で、半数以上は基準満たさず、半衿が長lf
の衿よりも出ている状態であった(凶 14)。
三1:'師'lifの見える分地については、基準は 1
cm程度としたが、基準他を示した学生は 2;Im 
1mであった。また!ltから見える半幅fiYの中Ialは一
定ではなく、不均ーな場-合が多く 2- 3cm比
えている学生が7割を占めた。([週15)半衿は
左右非対称で、 よド幅417の見え方は不均ーな申iJで
のお付けが多く、細部まで丁寧な泊付けの必要
性を示した。
袴丈の基準はりi胤lIiJT者の場合足のrpが比え
|頁112 li-.:紡.mnの衿合わせ ，h:浅く合わせられ
たt合わせ
る利肢が)，1;準であるが、基準を満たしていた学
生はが~ 2割、足のrpが見えない長い.y，]丈の学
生はが~ 6畑、袴丈が短いくるぶし丈の学生は
約 2'.'PJであった(1事116)。ブーツ苅用者の基準
はくるぶしが比える程度であるが、基準他の学
生はが~ 4畑、くるぶしより下の袴丈が長めの
学生は約 6;初であった(図 17)。平服、ブーツ
のlf川に |刻わらず袴丈が長めに-1~fm される傾向
が見られた。
補IEは適吋であったのが約 2割、不)E部分
ありがが~ 8 ~，何であった。 多くの学生はみぞお
ちゃ)jjの・補正がJiりず、体の凹凸がそのまま シ
ルエッ卜として 1 1.1 ており、 JK~のあたりに抱腹が'):
じていた(凶 18)。
このように府付けに|刻する分析結決からは、
適切な符の選択が山来ていないことがうかがえ
る。 'I~ 中l，HlTの分以と符丈の関係を凡てみると、
どちらも適切な位i世・分量で，m安を行っている
学生は少ない。'1と阿世?の見え方の分叫が多く袴
丈が短い場合や、 '1土幅刊・の見え方の分~Itが少な
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i立1I4 /E:後怜"，心で位えられた下怜 1:<11 5 /，: : 均一帽の 1ゆj，\ ~i~:
イi: 1是Jfから/uている半衿 イÎ 不均一な申141の 'I~前川7戸、
1:<11 6 /正:)M~の袴丈(爪胤) 小火:J"-の1'が比えない妨丈 イi くるぶし丈
く持丈が長い場合などはお川者の寸法に適して
いないことが45-えられる。女性川の長打はおは
しより分が合まれるため、ある杭度の丈の訓絡
が可能である。一方袴はWtili上初丈にゆとり分
を却lえず、lfJI1'i.本人の治丈に合わせて仕立て
るため、丈の湖幣がLl*ない。またおiJlJの機会
がほとんどない持はレンタルや既製品を使川す
ることが多く、大まかなサイズで区分され、rI
分の"vf丈にlri苗な袴を選択することは雌しい。
さらに持丈だけが民間ではなく、 〉行付けに|則す
る定義が統一されていないことが半申i，，17の比え
)Jや妨丈の不均一の要悶の一つではないかとも
忍-えられる。ノド淵ゴ慢の基準ではTA:胤Jf川1寺はh!.
の '1' が>~えるあ!位、ブーツ消川Il，ÿはく るぶしが
比える松山とした。 しかし資料ごとにJ~)loc内科
が見なる場合があることや、ブーツlf川H干の傍
-23ー
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図17 左 :基準の符丈(ブーツ) 中央:くるぶしよりょの紛丈 れ:くるぷしよりも長い符丈
《
丈については 「草履清即時の袴丈よりも短く」
など、明確な丈が記載されていないものも見ら
れる。このように苅付けをする側の!進党に任せ
る唆l床な部分があるため統一の無い着付けが多
くみられたのではないかと推察する。
(2)先行研究との比較
先行研究である 1992年に大妻女子大学で行
われた湖託制と本調査の比t肢を行う。まず長
;，Vfの才f装の傾向では、先行研究では色j民地が
58.2%訪IJ;，vf 20.4 %、振有IJが5.3%であ り、色
無地が主流であった。本調ヨモでは小紋が4896、
振布1が4596であり、 合計で全体の9胡を占め
ている。先行研究では少数派であった披相hは本
調査においてはWI)JI傾向を示し、 主流であった
色無地が減少し、*剥読では 1%となった。両
者の比較により持下となる長若の選択傾向に変
図18 左 :適当な補正 イヲ ・補正がされていない 化が生じたことがIYJらかとなった。先行研究か
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l究119 1996年度j色、1i.!J:(-大令本来ー 式1).j'.[ 
ら本研究へと年数を経て卒業式の袴~の定義及
び認識も問織に変化をしたのか否かを、先行研
究の約 10年前、先行研究の年、本剥伐の 2年
前に出版された資料で検討する。
先行研究の約 10年前では、1983{Fの 『美し
いキモノJ31)の袴の特集には「袴の滑川に当た
り色1!則自が一般的」とされていた。この時点で
は色無j曲が正しい装いとして認識されているこ
とが分かる。同じ特集の"，に小紋をJIいた袴の
装いが紹介されている。
先行研究と同H制YIである 1992!Ol:版の刊1IJ11
-平而構成の基礎と尖際ーj却には「火チが干し
装として持をmいるH与はやはり絡調1.5'-、紋付!巣
地の長打が適している。矢車It-は普段JIでありま
た振羽1もふさわしくないJとここでは紋付加地
を格制日い柿下の長苅と して掲示している。実
際に 1996!Ol:の本学での袴の装ーいを凡てみると
袴活用者55人中32人が色無地を清川 しており
小紋や振有hは少数派である(1誕119)。
先行研究から約20年後の2012"f: r R.しいキ
モノJNo.240の付・鉱|叶チ却では f.Jli均h、訪日IJle、
付けさげ、色無j色、小紋などに扮などをつける
ことができます。Jと記載されている。また1，1
IlIt 子には「卒業式は式典の礼)JI~ですから、しゃ
れ1~との強い創11や遊び民家のあるものは避けまし
ょう。Jとも記載されている。
このように袴のlfJIについて述べている資料
からも袴下に，mlする長沼の選択が色無地から
併やかな脱線が施される娠相hや訪1"vI、 小紋へ
と変化していることが示された。現代における
符I!J!は、持下の長"vfには振有hから小紋まで幅広
くおJIすることカ{/I¥来るが、式典の場ーにおける
式)liの拡:いであるため、 品絡をなくすような装
いはふさわしくないと認J飽きれている。したが
ってみ;湖蒼から比えた長沼の傾向は、資料の示
すがi月~と合致 しており i肢の" ，の i迎、泌が変化した
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ことにより、学生が選ぶ袴下の長着の選択も変 つとして挙げられるのではないのだろうか。
化したことが明らかとなった。
(3)予備調査アンケートとの比較
予備調査のアンケートは、現代の若者の式服
に対する意識を顕著に示した。まず学生に袴の
コーデイネートでは、式服の装いとファッショ
ンの装いのどちらを重視したのか尋ねたとこ
ろ、式服を重視した学生は 4割であったo そ
の理由を自由記述で尋ねたところ「正式な格好
で参加したかったからJr場違いになりたくな
かったからJとの回答が挙げられた。ファッシ
ヨンを重視した学生の理由では「式服ではある
が、自分らしさを表現したいJr華やかな方が
よいから」などの回答が挙げられた。次に学生
に正当な式服としての袴姿を知っているかを尋
ねたところ、 9割の学生は知らないと回答をし
た。知っていると答えた学生に知っている内容
を問うたところ、「衣紋を抜きすぎない」、「半
衿は白Jという回答が挙げられた。この結果か
ら学生は式服を身につけたいと考えているが、
式服についてほとんと'知識を持っていないとい
う事実がわかった。
またこのアンケートから大振袖の着用者のほ
とんどは成人式に購入したものを着用してい
た。要因としては、成人式のために購入したが
着用の機会は少なく、せっかく持っているのだ
から振袖を活用したいという意識があるのでは
ないかと考えられる。また振袖を購入した際、
袴もセットでついてくる場合や、購入庖で安価
に袴をレンタルが出来るということも判明し、
このような特典的特徴も振袖の着用に影響を与
えていると推察する。
さらに普通袖の小紋の着用者には、授業で制
作した長着を着用する学生が見られた。自分の
好みに合致する反物で制作した作品を、身につ
けたいという意識があることがうかがえるo ま
たアンケートからも同様の意見が見られた。長
着や袴等自分で制作した作品を身につけること
は、和裁実技の授業が存在する本校の特徴のー
4 -3.考察
近年着物離れが進み、着付け教室や授業等の
特別な場でなければ、和服に関する知識を学ぶ
機会がない。また儀式的な場面でのみの着用が
増え、日常を通しての着物知識の継承がなされ
なくなっていると考えられる。また学生は、袴
に関する情報を収集する際、インターネットや
家族、友人を頼っているo 着物離れが進む現代
において、家族や友人の中で和服に関する知識
が豊富にあるというのは、限られた人であると
考えられる。それに加え、レンタル庖を利用す
る場合、対応した底員の好みも少なからず反映
されていると考えられる。ある程度の和服に関
する決まりを踏まえた上でのアドバイスや提案
が行われているが、個人の有する知識に差はあ
るだろう。着用者だけでなく助言を行う周囲の
人々も伝統的な袴姿の認識が薄れているため、
式服としてのルールよりも、自分に似合うかど
うかに焦点が当てられてしまっている。更にこ
こ数年の関に自由な発想で個性的な和服の着こ
なしが普及し始め、着物は自由に楽しんでよい
という風潮が見られる。そのため日常着として
の装いが、儀式的な場における装いにまで混同
されているように見受けられる。またインター
ネットで袴姿の情報を収集するが、式服のきち
んとした知識がないため、式服、日常服の区別
なく自分の好みに合致する装いを参考にしてし
まうのではないだろうか。そのためシンプルに
品よく式服として着こなすより、長着、袴、小
物類などに華やかなものを選択し、飾り立てる
ように袴姿を作り上げる傾向が見られるように
なったのではないか推察する。
このほかにも着付けに関してはばらつきが多
く、資料を参考に定めた基準に近い学生は数名
しかおらず、基準をすべて満たしている学生は
見られなかった。それ以外の学生は本来の様式
からかけ離れていた。
以上のことにより本調査では長着の種類など
-26ー
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は現代の卒業式の式服としての定義に合致して
いるが、過剰に飾り立てすぎる様子は式服とし
ての定義と合致していない。また着付けは資料
により定義される基準が異なるため、統一的な
見解がないまま個人の判断に任されている部分
が多いことが明らかとなった。
これらの傾向の多くは、長着の選択から着付
けに至るまで本人はもとより家族や友人、レン
タル庖員、着付けをする人すべてにおいて伝統
的な基準や認識が薄れてきているため、このよ
うな結果となったのではないか。よって伝統的
認識を共有できる環境を整えていくことが今後
の課題として挙げられる。
5.ファッション分析を基にした袴の着装
5・1.研究目的
2004年の「女子学生のファッション雑誌に
基づいたファッション意識についての研究Jか
ら発展して 2007年から本格化したファッショ
ンビジネス学会関西支部マーケティング論部会
における研究「ファッション系女子学生のファ
ッション意識に関するアンケート調査Jでは、
女子大学生の指示するプランドや雑誌、情報収
集の取り方等の分析を行っている制抑制 3九毎
年平均して約 700名の調査で2014年度は約
1000名のアンケート集計ができる予定である。
アンケート項目である「購入している好きなプ
ランドJi購読しているファッション雑誌J等
の結果は、継続的に人気のあるプランドや雑誌
を把握し、一方で新しい現象も捉える事ができ、
消費者の実態を探る上では学術的及び実務的に
も活用できる資料となっている。特に継続的に
行ってきた結果としてこれらの推移を抱擁する
ことは、次の流行の兆しを読み取るのに有効で
あると考えている。 9年間実行してきた調査か
らは、女子学生がファッションに対して興味を
持ち、楽しんでいる事が垣間見える。
このアンケートの対象としている女子学生の
多くは、卒業するための式典である卒業式にお
いては、日頃着用している洋服では無く袴を選
択していることは、本学の調査の事例でも理解
できる。昨年度の被服学科の卒業生では、袴着
用率は全体の約97%にまで達している。
被服意匠研究室では、実際に展開する商品企
画を実行するために、最新・継続・衰退するト
レンドを読み取る研究を継続している。この利
点を生かして、袴着用の実態分析として、継続
研究を行ってきたファッション分析の概念で本
データを考察することを本項の目的とする。こ
こで論じているファッションとは、被服に関す
る流行の様相として、服装削やコーデイネー
ト fJ:~)等の全体の雰囲気やイメージ注目を表す服
飾表現の言葉としている。
女子学生の日常の装いに関する情報収集として
ファッション雑誌やカタログ等の紙媒体や、最近
ではインターネットやSNS(social networking 
serviceの略)等の情報は重要であるお}。では、
「袴着用の情報は、どのように女子学生に提供
されているのかJi袴の装いに流行はあるのかJ
「情報は、流行を牽引しているのではないかJi日
頃着用している衣服に関する志向と袴着用の着
想の特異性はあるのかJi今後の袴の装いの方
向性の兆しを読み取ることはできるか」と 6
つの課題を持って、女子学生の卒業式すなわち
フォーマルの場への着装表現の分析を行い考察
していく。
5-2.研究方法
研究方法として 2つの視点で分析していく。
一つ目は、 2014年 3月卒業生を対象とした袴
のレンタル用のカタログの『はかまj湖、 f卒
業時装J40)、rHakamaJ41)の 3冊を資料とし
て構成・提案の仕方、袴の装いの掲載について
データ化する(表 6)。二つ目は、本学学生の
分析で、 3冊のカタログの提案を比較しながら
全体の傾向を分析するとともに日頃の装いと照
らし合わせてクラスター分析を行い、袴の装い
についてデータ化する(表 7)。
分析のための項目を設定するために、 2つの
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予備調査を行った(以下:予備調査①、予備調 表6 カタログの分析データ
査②)。そして、その予備調査から導きだした 『はかまj
項目を裏付けする意味でカタログ媒体を用いて
調査を行った(以下:裏付け調査)。
予備調査①は、本学大学院修士課程・博士課
程在学の10名に卒業生の袴の装いの資料を写
真で提示し、その特徴などを自由に発言しても
らいプレーンストーミングを行った。予備調査
②は、被服学科4年生の 3名に前述したカタ
見出し E 
maomao 1 3 
WA 
崎溜溺鈎d旬怯釘118 
キャッチコピー 意 着物
和凪
2 和風
3 和風
4 洋風
5 ミックス
晴隊迎れなえの符た姿い日.をで索 6 和風
7 和風
8 和風
9 和風
10 和風
1 利息
12 利息
13 和民
14 和昆
15 和風
16 和且
17 和風
18 和風
19 洋風
却 ミックス
21 和風
包 和風
包 和風
ログ 3冊を用いてモデルが着用している袴の
着装全てを対象に、着装の印象について調査を
行い、その結果を導き出した理由などを含めて
プレーンストーミングを行った。 2つの予備
調査はプレーンストーミングとともに参与観察
手法を用いている。参与観察とは、女子学生の
アンケート調査と同様に継続的に実行している
研究手法で、調査者が女子学生の集団に参加し
て時間を共有し、雑談を通してライフスタイル
の情報を把握していく。調査の利点は、ファッ
ション、テレビ、雑誌、アイドル、映画、ショ
ッピング、美容、恋愛、遊ぴ、勉強等の幅広く
興味のある分野、将来の事や育ってきた環境等、
様々な情報を吸収する。また観察対象者は長時
間過ごすことで心を開き友人のように相談事を
するようになってくるなどの情報収集が可能で
ある。時には、ファッション・スタイルの現状
を把握するために、毎日の通学スタイルを写真
撮影し、ワードロープ、着まわし、着用してい
るプランド、服飾雑貨についての調査も実施す
る。これらの調査・分析から、表層的な情報収
集にとどまらずに実態を探ることができる手法
絵本の世界 61iドFアのの毘向へこ。う
24 和風
包 洋風
である ω。
裏付け調査は、予備調査①②の結果から抽出
できた項目について、最近出版された袴のコー
デイネートを紹介している『カジュアル着物ブ
ックJ43) rいまどき振り袖ガールのっくりかた』
ω『振り袖&袴の大正着物帖J45)と和服を好む
若い女性の指示が高い rKIMONO姫j制仰で
使われている言葉や表現と照らし合わせて、総
合的に判断した。分析対象は、着物・袴・パッ
τ'heSweet 
Happy Day 
甘々 プリティ
爽快クー JI"
イ倍ン健J~派クト
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鐸砿事イ鍵ル穏して却ない待をた鴎スのタう
6 
2 
2 
2 
お ミックス
27 和風
担 ミックス
却 ミックス
却 洋風
31 利息
32 和風
33 浮風
34 ミックス
35 ミックス
36 和風
37 ミックス
調 ミックス
39 ミックス
40 洋風
41 和風
42 利息
43 ミックス
44 和風
45 和風
46 和風
47 洋風
48 ミックス
49 ミックス
田ミックス
51 和凪
52 和風
田和風
待 バッグ
和風
級鳳 和風
和風
和風
和風
和風
和風
洋風
和風 和風
和風
和凪 寺田風
和恩 和恩
和風
和風 和風
和風 和風
和風
和風
和風
洋風
和風
和風 和風
和恩
和凪
和風 和風
洋風
洋思
和風 和風
和風
和風
和風
和風
洋風
和風 和風
和風
洋風
和風
和恩
洋風
洋風
和風
利息 和風
和風
洋風
和風
和風
洋風
洋風
和風 和風
洋風
和恩
和風
洋風
和風
足元 頭
和風 和風
和風 利息
和風 和風
和凪 和風
和風 和風
洋風
和風 海底
和風 洋風
和風 洋風
和風 洋昆
和風 洋風
洋風 洋風
洋風
和風 洋風
和風 洋風
洋風
洋風
洋風 洋風
洋風
和風 洋風
和風 洋風
洋風
和風 洋風
洋風
洋風 洋風
洋風
洋風 洋風
和風 主挙凪
洋風
洋風
和凪 洋風
洋思
和風 主挙凪
洋昆 事事昆
洋風
洋風
型車凪
洋凪
洋風
和風 洋風
洋風 洋風
和凪 洋風
利息 洋風
和凪 洋風
和風 洋風
津凪 洋凪
和風 和凪
型車凪 洋風
和風 洋風
和風 和風
和風 洋風
洋風 洋風
和風 洋風
『卒業時装j
卒業式に見る袴の現代的着装の研究I
見出し gキャッチコピー 意 fl物 締 パγグ 足元 悶
未この来気へ持のち燭をき 54 和風 和凪 和風 3草凪
へ
似国釘向 4 事添としやえたてか気さ品に耳を目 55 苦事昆 官事車 洋風
率穏オー察におラの日る鍵をaのE 弱 洋風 官事E 型車凪 洋風
57 洋風 洋風 利息 洋風
国 和風 和風 苦事昆 2草凪
59 ミックス 和風 和風 洋風
回 ミックス 和凪 和凪 洋凪
61 和風 和風 S草凪 洋風
62 ミックス 和風 利息 洋風
大に正思いロマを髄ン 8 憎すイJれj，Itのf符えまスタ 回 和凪 利息 洋風 洋風
ぜて 制 利息 利息 洋風 洋風
65 洋凪 和風 和風 洋風
部 和風 利息 型車昆
67 型車昆 和風 型車凪 2草恩
伺 和凪 和風 和風 洋風
伺 和恩 利息 和風 洋風
70 和凪 和凪 和凪 2草凪
71 和凪 ミフヲス 和風 洋風
72 和凪 和凪 和風 洋風
73 和風 和凪 洋風 洋風
Meマ醐z街女大崎ハ会潤カ町vl ー' 
74 和風 和風 洋風 洋風
75 和凪 和凪 和風 S草凪
76 和風 和風 和凪 洋風
77 洋風 和風 S単凪 洋風
78 洋凪 洋風 和風 洋風
79 籾凪 和風 和風 号車凪
80 和風 和風 浮凪 洋風
81 和風 和凪 和凪 洋風
82 ミックス 和風 和凪 2草凪
83 滞凪 和凪 和風 洋凪
和でめクるエ百ーレ花ガJMmンこ決a ト
84 和風 和凪 洋風 洋風
7 
85 和風 和風 洋風 洋風
洗性練を灘されわたせ感て
86 和風 和凪 和凪 洋風
87 和風 和風 洋風 洋風
鮮かいやにか心な静色づ 88 利息 和風 和風 洋風
89 洋風 和風 和風 洋風
品わ絡せもと磁つを合 伺 和風 和風 和風 洋風
91 和風 和風 和風 洋風
rHakamaJ 
見出し E キャッチコピー 意 ~物 智毎 バッグ 足元 間
時今いしaさ代e.sをとE飼わしたえら裂τな‘ 盟 ミックス 和風 和風 洋風
部 和風 和風 洋風
倒 3挙凪 和凪 洋風
持浪漫 6 部 和風 洋凪 世車凪
弱 和凪 洋風 洋凪
97 和凪 滞凪 和風 洋凪
舗 ミックス 和風 洋風
関 和風 利息 E草風
1∞ 和風 滞凪 和風
101 洋風 和風 t草昆
gorgeous 102 和風 和風 洋風
1閃 ミックス 和風 2草凪
1倒 和風 和凪 洋風 和風
1白 和且 洋風 洋風 和風
Dressy 1田 ミックス 和風 洋風 2草凪
策れスシ調締るョハシ8コピレ8ネクふ
107 和風 和凪 和凪 洋風
6 
1国 和風 和風 虫学風
1関 洋風 利息 洋風
110 利息 和風 洋風
111 ミックス 洋風 洋風
112 ミックス 和風 和恩
駒郡nt 113 和風 和風 和風 洋風
114 ミックス 和凪 和恩 洋風 和恩
115 和且 和風 和風 洋風 洋風
116 和風 和風 和風 和凪
レのン選タびル方絡 2 117 ミックス 和風 和風 洋且
118 ミックス 和風 和風 和昆
119 和風 和昆 和且 洋風 洋風
1却 和風 利息 和昆 洋風 和風
121 洋風 利息 和且 和昆 洋思
5 
122 和恩 和風 洋思
123 和風 洋風 和恩 洋風
124 和風 和風 和恩 洋風
125 和昆 和且 洋風
1話 和風 和風 浮凪
127 和凪 和風 和昆 和風
2掴 ミックス 和風 洋凪 洋風
1却 和風 2草 洋風 洋風
130 ミックス 洋風 和風 洋風
131 ミックス 洋凪 洋風 洋風
1担 和風 和風 和風 洋風
1お 和昆 利息 和風 和風 和風
134 和風 和風 洋風 和凪
135 和風 和風 洋風 洋風
t謁 和風 和風 和風 洋風
137 和風 和且 洋風 和風
1調 利息 利息 和風 洋風
139 和風 洋風 和恩 和風 和風
140 洋風 洋風 洋風 和凪
141 和風 和風 洋風
締泡ベスぷカラト1コーーでデ 6 
142 和風 和風 和昆 洋思
143 型車恩 和恩 洋風 洋風
144 事IJl 和風 和風 洋風
大35公s開tvle 145 ミックス 利息 洋凪 洋風
146 和恩 利息 利息 洋風
147 ミックス 和風 和風 和風
148 洋風 和風 和昆 洋風
149 型車昆 和嵐 洋風 洋風
1却 洋風 和風 洋風 和凪
151 和風 和風 和風 利息
152 ミックス 和風 洋風 利息
153 ミックス 和風 和風 和風 洋風
154 和風 和風 和風 洋風
155 ミックス 和凪 洋風 洋風
1弱 和風 和凪 和風 洋風
157 和昆 和風 和風 洋風
1国 和風 和風 洋風 洋風
159 和風 和風 和風 和風
1伺 和風 和風 洋風 洋風
161 洋風 和風 洋風 洋風
162 和昆 和恩 洋風
持で寧1式 1回 洋風 洋風 洋風
Perlωt 2 1斜
ミックス 和風 和凪 洋風
ManUaI 165 洋風 和風 洋風
1槌 和且 和恩 和凪
? ?
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表7 学生の分析データ(クラスター分析を含む)
53 ギ萌ャえJI・系 和昆 和昆 利息 和凪 草届 洋風
意クラスター 泊物 締 パッグ
1 ゴスロリ系 ミックス 専E凪
2 ノンポリ系 和且 和凪 和風
3 モード系 和風 和凪 洋凪
4 混在系 2事凪 和凪 和凪
5 ストリート系 和恩 和風 和凪
6 混在系 ミックス 和凪 和凪
7 ストリート系 鞍且 和風 洋風
8 ノンポリ系 和凪 和風 和凪
9 混在系 和凪 和風 和且
10 混在系 洋風 和凪 和凪
1 還を系 利息 洋風
12 ギ萌ャえル・系 事事畠 和風 和風
13 混在系 和風 和風 和且
14 ストリート系 和風 和風 和風
15 ギ萌ャえル・系 和凪 和風 和凪
16 ギ萌ャえル・系 和凪 和風 和風
17 混在系 ミックス 和凪 和凪
18 ノンポリ系 和凪 和風 和凪
19 ノンポリ系 和凪 和風
却 混在系 利息 和凪 洋思
21 ギ萌ャえル・系 和風 和凪 報恩
n 混在系 利息 洋凪
n ギ萌ャえル・系 利息 和凪 洋風
24 ギ萌ャえル・系 和凪 和風 和風
25 ストリート系 和凪 和風 利息
26 ゴスロリ系 和凪 型車昆
27 ストリート系 和風 洋風 和風
調 ノンポリ系 和風 和風 和風
却 ノンポリ系 ミックス 和風 洋凪
30 ストリート系 和風 和風 和凪
31 ノンポリ系 和風 和風 和風
32 ノンポリ系 和風 習車昆 和風
お 混在系 型車昆 洋風 和風
34 ギ萌ャえル・系 ミックス 型車1m 洋風
35 ノンポリ系 和凪 和凪 和凪
謁 ギ萌ャえル・系 和凪 和凪
37 混雀系 和恩 和風 和風
調 ギ萌ャえル・系 ミックス 和風 和凪
39 ギ萌ャえル・系 和風 和風 和風
40 混在系 ミックス 利息 和風
41 混在系 和恩 和風 和風
42 混在系 和恩 和風 和凪
43ストリート采 2単昆 和風 利息
44 ノンポリ系 ミックス 和風 2単風
45ストリート系 洋風 和風 相凪
46 ギ萌ャえル・系 利息 和凪
47 ノンポリ系 和風 和凪
48 ギmャぇル・系 浮凪 和凪
49 ノンポリ系 和凪 洋風 洋凪
関 ギ前ャえル・系 洋風 和凪
51 混在系 和凪 和凪 和凪
52 ノンポリ系 和凪 和凪 洋風
足元
分額 種顕
型車凪 パンプス
海風 ブーツ
和凪 事届
洋風 ブーツ
洋風 ブーツ
型車昆 ブーツ
事事凪 ローファー
型車昆 ブーツ
洋凪 ブーツ
洋凪
洋風 ブーツ
和風 事凪
洋風 ブーツ
ミックス 草届
洋風 ブーツ
和且 草届
浮凪 ブーツ
和風 1itil 
和凪 草周
洋風 ブーツ
洋風 ブーツ
和恩 草鳳
和風 1，!周
利息 事周
和風 1，!鳳
洋風 ブーツ
和凪 1，!6 
和風 1，!鳳
洋凪 ブーツ
和凪 1，!鳳
洋凪 ブーツ
和風 1，!踊
洋風 ブーツ
和風 草庖
和風 1;1凪
2事凪 ブーツ
洋風 ブーツ
利息 1;1凪
洋風 ブーツ
津島 ブーツ
和風 1it凪
利凪 事組
洋風 ブーツ
和風 耳JiI
E草凪 ブーツ
和且 事思
和凪 草届
2草凪 ブーツ
和凪 草届
緑風 ブーツ
和風 1;1届
洋風 ブーツ
悶
洋風
和風
和風
洋風
洋風
浮凪
洋風
和風
和凪
和風
和昆
洋風
和風
和風
和凪
洋風
和凪
和風
和凪
洋風
利息
洋風
洋風
洋風
洋風
和風
和風
和凪
和風
洋凪
和凪
洋凪
和風
洋風
洋風
利息
洋風
和風
洋凪
洋風
洋風
望事1.81
和且
洋風
和風
和且
洋凪
洋凪
和凪
2草凪
和凪
和且
54ストリート系 洋風 和風 洋風 ブーツ 和風
55 混在系 洋風 和風 洋風 ブーツ 洋風
時 ギ萌ャえル・系 和凪 和風 洋風 ブーツ 和恩
57 ノンポリ系 和昆 和風 相恩 和且 草届 和恩
国 ノンポリ系 ミックス 和凪 和風 2軍恩 ブーツ 洋風
59 ギ萌ャえル・系 和且 和且 和恩 和凪 事厨 和風
印 混在系 洋凪 和凪 利息 2草凪 ブーツ 洋風
61 混窪系 和風 利息 和風 2草恩 ブーツ 洋風
位 混在系 和凪 和凪 和風 洋風 ブーツ 事事且
回ストリート系 ミックス 洋風 2草凪 ブーツ 洋風
制 混寵系 和風 洋風 浮凪 ブーツ 洋風
回 混在来 和風 和風 和風 2事量 和且
笛 混を系 ミックス 和風 和風 草届 報恩
グ・足元・頭と組み合わせた時のコーデイネー
トの印象について観察して分析項目を設定して
いる。
予備調査(00)と裏付け調査からは「和Jr洋」
という言葉が頻繁にでていたが、その意味を追
及していくと非常に暖味であることが理解でき
た。例えば、着物については、「和J柄と「洋J
柄の区別はっき難く、着用する消費者にカタロ
グやサンプルを提示した際に、その判断基準に
ついては各自の印象であることが読み取れた。
また先に上げた媒体でも[和洋ミックスコーデ】
[和洋MIX]【洋アイテム]【日本伝統のアイテ
ム}等の「和Jr洋」という言葉が多様に使わ
れているが、それを見る側には明確な境界線が
ないことが調査の結果から理解できた。
以上のような予備調査①②と裏付け調査を経
て、分析項目を「和風Jr洋風JrミックスJと
した。分析項目を「和Jではなく「和風」とし
たのは、田中千代の『服飾事典』 ωの「洋風(欧
米風)、外国風などに対し、日本風という意味」
を基にしている。この記述では、「ものの形式
や雰囲気が日本風であること、また日本的なも
のを特に強調していることをいう。主に、建築、
家具、装飾などについていわれることが多い。
欧米の文明がもたらされて以来、日本人の衣食
住の生活様式が国際化し、純粋に日本的なもの
が少なくなったことから種々のものについて、
特に和風ということがいわれるようになったJ
とされている。「和風Jに相反する項目を「洋風J
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とし、「和風Ji洋風」の雰聞気を合わせもって
いるものを「ミックス」と設定した。
データ化は、着物・袴・バッグ・足元・頭そ
れぞれについて「和風Ji洋風JiミックスJの
項目を当てはめて行っている。例えば「和風」は、
着物・袴・バッグについては日本の伝統を感じ
させる柄と色合いで、バッグについては若い女
性が和装売り場で展開されていると推測できる
ものとした。足元・頭は華美な装飾が施されて
いない草履と足袋、髪型と髪飾りとした。「洋風」
は、着物・袴についての柄では、桜などの日本
の伝統的な花模様ではなく、パラなどの欧米を
イメージさせる洋服に用いられるような柄や色
合い。バッグ・足元も洋服で用いる服飾雑貨と
している。頭は、巻き髪や髪色も日本人らしく
ない印象のものである。「ミックス」は、着物・
袴についてはどちらの要素も取り入れた表現
で、足元については草履を履いていても足袋が
洋服に用いられるような柄やレースであるなど
が例である。着物・袴・バッグ・足元と頭のそ
れぞれのアイテム毎に分析することにより、着
物・袴以外のコーデイネートの選択について媒
体で使われていた【和洋ミックスコーデ}【和
洋MIX]などの要素をどのように取り入れて
いるかの実態が理解できる。
日頃の装いのクラスター分析は、 2007年か
ら実施している「ファッション系女子学生のフ
ァッション意識に関するアンケート調査」を基
にして分類を行っている刷。クラスターは、「ス
トリート系Ji萌え・ギャル系Jiゴスロリ系Jiモ
ード系Jiノンポリ系Ji混在系Jの 6分類で
ある制。クラスター毎に袴の装いの特異性に
ついて考察する。
5-3.研究結果
(1) 2014年 3月卒業生を対象としたカタログ
分析
①構成・編集についての分析
カタログの構成は、カタログの見出し、キャ
ッチ・コピー、頁数を記載して、掲載されてい
る袴スタイルに通し番号をつけてそれぞれの着
物、袴、バッグ、足元、頭について分析してい
る。構成の分類は、 (WAjapanese Hakama 
Style] (大正ロマンに思いを馳せて】などの日
本を想起させるものをく日本>とする。[レン
タル袴の選び方】【袴カラーで選ぶ!ベストコ
ーデ35 style大公開!】などの商品の選び方
やコーデイネートの仕方の解説などの紹介を示
唆しているものをファッション雑誌の表記にな
らいく Howto >とする。 maomaoやAlisaな
どの著名人やモデルなどの個人名称、を提示した
ものをく人物>とし、(TheSweet Happy Day] 
(Moden&Girlyな乙女ハカマ術大公開!】など
のファッション雑誌で使われているファッショ
ン感覚を示すものをくファッション・テイス
ト〉としている。くファッション・テイスト>
のテイスト(旬ste)とは、「顧客の審美眼、趣味、
晴好Jのことで、ファッション分析で用いる場
合は、かもしだされる雰囲気とか趣味とかセン
スといった感じの身近な使い方をすることが多
い制。何かの言葉と組み合わせることで、その
意味あいを深めたり、イメージさせたりするア
パレル産業界でもよく用いられる単語である。
4つの分類にあてはまらないものをくその他>
として頁数から換算した構成比を示した(表
8)。
『はかまjは、ファッション・テイスト 12頁
/日本 8頁/その他 6頁/人物 3頁の順で、
特徴的なのは[TheSweet Happy Day] [甘々
プリティ}【爽快クール】{個性派インパクト]
などのファッション雑誌で見られるような文言
が多く、(図20)51)のようにファッション・テ
イスト別に袴スタイルを比較して紹介してい
るo r卒業時装jは、ファッション・テイスト
14頁/日本 8頁/人物 4頁の順で、くファッ
ション・テイスト〉と分類した文言の中に日本
を想起させる言葉を合わせて使っている。例え
ば、【Moden&Gir1yハカマ術大公開!】では、く
ファッション・テイスト>は“Moden&Girly"、く
日本〉を想起させる言葉は“ハカマ"である。“ハ
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カマ"とカタカナを使用していることは、ファ 表8 カタログの構成比
ッション雑誌でいう造語のような意味を提供し 『はかまj
ているのではないかと推測できる。[和エレガ
ントでクールに決める 百花締乱}では、ファ
ッション・テイストは“エレガント"“クール"
で、日本を想起させる言葉は“和"“百花締乱"
である。 fHakamaJでは、 Howto 15頁/日本
12頁の順で、{レンタル袴の選び方] [袴カラ
ーで選ぶ!ペストコーデ35 style大公開!] 
などの袴の着こなしについてのマニュアルを紹
介している(図21)制。【笑顔あふれるハピネ
ス袴コレクション】のキャッチ・コピーは
“gorgeous"“Dressy"“Elegant"などのファッ
ション・テイストを使っていることも注目すべ
き点である。
3冊のカタログについての合計ページ数は
82頁で、其の内訳分類は、日本 28頁/ファッ
ション・テイスト 26頁/How to 15頁/人物
7頁/その他 6頁である(表 9)。日本を想起
させる単語として“袴"という単語が一番多い
結果は納得できる。その他の特徴として“大正
ロマン"“百科綾乱"“袴浪漫"などの現代の袴
スタイルのトレンドと推測できる単語が使われ
ている。袴スタイルの流行が、大正時代、レト
ロ感覚であることは(図22)却制聞のように
その時代に流行った柄や色を基に発想したと考
えられるカタログの袴スタイルの掲載からも理
解できる。く Howto >については、前述した
ように袴の選び方やコーデイネートの仕方以外
にヘアスタイルやメイクの紹介もある(図23)
刻。く人物〉については、著名人やモデルを起
用し、『はかま j は浅田真央を起用して
[maomao】とキャッチ・コピーをつけ、『卒業
時装jの[A1isastyle】は、モデルの浦浜アリ
サを丸昌イメージ・キャラクターとして掲載し
ている。
以上の結果をまとめると、コーデイネートの
仕方の紹介、ファッション・テイストを用いた
表現、著名人やモデルの起用、流行を捉えて掲
載されている袴スタイルの表現は、女子学生が、
分類 頁数 割合(0/0)
ファッション・テイスト 12 41 
日本 8 28 
その他 6 21 
人物 3 10 
Howto 。 。
計 29 。
『寧襲時装j
分類 買敏 割合(0/0)
ファッション・テイスト 14 54 
日本 8 31 
人物 4 15 
Howto 。 。
その他 。 。
計 26 100 
rHakamaJ 
分額 貫徹 割合(0/0)
Howto 15 56 
日本 12 44 
人物 。 。
ファッション・テイスト 。 。
その他 。 。
計 27 100 
日頃手にしているファッション雑誌と同様の構
成や表現であるといえる。
②項目別の分析
カタログ別に「和風Jr洋風Jrミックス」で
分析したデータが(表 10)である。バッグを
着装したサンプル数は少ないため着物、袴、足
元、頭とした。着物については、『はかまjで
は「和風J25/ r洋風J4/ rミックスJ8、『卒
業時装jでは「和風J24/ r洋風J6/ rミックスJ
4、fHakamaJでは「和風J27/ r洋風J8/ rミ
ックスJ13と「和風jの着物が多い。「和風」
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Isl20 ファッショ ン・テイスト日IJ掲載事例
『はかまjより転載
得力ラー で選ぶ!ベスト， :1-亨E回 大公開! 剤、
骨 骨 A、内向
り
g~ 
~12 1 
伊!lI
i!?i!jililiJH 
くHowto >に分矧した掲紋の事例
rHakamaJより転絞
表 9 rはかまJr卒業時袋JrHakamaJ 3 I附{tlnの桃
JiHt 
とした着物の特徴としては、色合いは、日本を
述想、させるような柔らかい色や落ち着きのある
赤、柄については、 日本を代表する花である桜
を使用したものが多くみられた。袴については、
『はかまjでは「和風J301 ["洋風J71 ["ミッ
クスJ0、『卒業時装jでは 「和風J321 ["洋風J
21 ["ミックスJ1、rHakamaJ では 「手1iJ!武」
431 r洋屈lJ51 rミックスJ0と圧倒的に 「和風」
の袴が多い。「和風」の袴では、えんじゃ紺、
i良い緑などの落ち着いた色合いで~!!~地のものが
分類 頁数 ~J合(%)
一日本 28 34 
ファッション ・テイスト 26 32 
How to . 15 18 
人物 7 9 
その他 6 7 
ft 82 100 
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ぷ10 カタログごとのJ}'ilデータ分析
( 1 ) 
( 2 ) ( 3 ) 
1~12 2 r大正時代J、「レトロ感覚Jのイメージを基
にしたぬ載の事例
( 1 ) ( 2 )r本業時淡j より転~&
( 3) rHakamaJより転総
腿123 へスタイル、メイクの~ij Jj&'J~例
rHakamaJより転載
カタログ
一
はかま
卒.a寺裟 』
Hakama 
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項目
理T物
持
足元
頭
理T物
持
足元
頭
活物
待
足元
ID'l 
分類 数
和風 25 
洋風 4 
ミックス 8 
和風 30 
洋風 7 
ミγクス 。
和風 28 
洋風 9 
ミックス 。
和風 7 
洋風 30 
ミックス 。
和風 24 
洋風 6 
ミックス 4 
和風 32 
洋風 2 
ミックス
和風 21 
洋風 13 
ミックス 。
和風 。
洋風 34 
ミックス 。
和風 27 
洋風 8 
ミックス 13 
和風 43 
洋風 5 
ミックス 。
和風 28 
洋風 20 
ミックス 。
和風 17 
洋風 31 
ミックス 。
卒業式に>~る怖の現代的活淡の研究 I
( 1 )宅先をカールしたアップスタイル ( 2 )毛先をカールしたハ
ーフアップ
( 3 )洋花の袋飾り
l亘124 カタログにみられる 「洋胤j の~Ì盟の事例
( 1) rはかまjより転載
( 2) rHakamaJ より転紋
( 3) r卒業時淡jより転載
多く 、柄物では胞の子柄のものもみられた。足
元については 『はかまjでは 「手IJ!ftLJ28/ r洋風J
9/ rミックスJ0、『卒業H寺弘j では 「手1胤J
21/ r洋J!ftLJ13/ rミックスJ0、rHakamaJで
は「手IJ!ULJ28/ ri-HJ¥LJ 20/ rミックスJ0で 「手1
風Jはすべて自足袋と草版、「洋風」はブーツ
である。ブーツは、制み上げのものがほとんど
で、色は忠、次いで茶色が多い。到については、
『はかまjでは「手1胤J7/ r洋風J30/ rミッ
クスJ0、『卒業H寺談』では「手1風J0/ r洋服U
34/ rミックスJ0、rHakamaJでは 「和風j
17/ r洋風J31/ rミックスJ0と (匝I24) 57) 
剖刷 のような、毛先をカールさせたア ップスタ
イルや、ハーフア ップスタイルが多く みられた。
カタログにおいては、すっき りとまとめた髪型
より、毛先を遊ばせたスタイルや、大きな花飾
りを!日いたボリ ュームのある併やかなスタイル
が目立った。
着物、持、足元、 iJiの組み合わせでは、 『は
かまJr本来ー 時淡Jn-Iakamajすべてで、活物
は 「手1胤J/袴は 「和風J/ J.t.元は 「手"胤J/ 
頭は 「洋原Uの活装は多く 、3カタログ全体で
集計すると 119サンプル'1'37サンプルと他と
比較すると圧倒的に多い (表 11)(阿25)刷
刷。着物に注目すると次に「ミックスJ/袴は「手1
j主Uが多く、足元と頭は 「和j主lJr洋風」と}JI
れる(医126)則刷。 ri羊風jの者物の挺奈は少
ないt'i:W:となった。
(2) 学生における袴の着装の分析
①全体の傾向分析
5-3 (1)②にならい本学学生の新装を分析
したのが(表12)である。5-3(1)②の分析
と比較すると、着物では「和風J44/ r洋風J
1/ rミックスJ11、袴では「和風J56/ r洋風U
10/ rミックスJ0、足元では「和風J28/ r洋風」
37/ rミックスJ1、顕では 「和風J33/ r洋加U
33/ rミックスJ0と、着物と袴はカタログ分
析と同様に 「和風」が多い結果となった。一方
足元は、本学では 「洋風」が多く、その内容は
37人rl:'34人がブーツを活用している(図27)。
ブーツについては、大野らふ B辰布11&袴の大正
;，Vj'物帖jでは、『はいからさんが通るjの影響
だったと記述している ω。このヒロインのずf物
スタイルを大学の卒業式に着る人が抑えたのが
80年頃からで、今も根強くそのスタイルが一
般化しているとしている。本学学生のプレーン
ストーミングでは、「ハイカラさんになりたか
った」と、この漫画のことを示したコメントや
ブーツを選ぶことに抵抗は全くない椋子がうか
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表11 カタログにおける着物、袴、足元、顕の組み 『寧諜時装j
合わせ分析 活物 椅 足元 頭 数
『はかま』 和風 和風 和風 洋風 13 
着物 持 足元 顕 数 和且 和風 洋風 洋風 10 
和風 和風 和風 洋風 14 ミックス 和風 和風 洋風 4 
和風 和風 和風 和風 4 洋風 和風 洋風 洋風 2 
和風 和風 洋風 洋風 4 洋風 和風 和風 洋風 2 
ミックス 和風 和風 和風 2 和且 ミックス 和且 洋風
ミックス 和風 和風 洋風 2 洋風 洋風 洋風 洋風
洋風 和且 和風 洋風 2 洋且 洋風 和風 洋風 1 
ミックス 和風 洋風 洋且 2 酎 34 
ミックス 洋風 和風 洋風 2 
和風 洋且 洋且 洋風 2 『はかまJr率集時装JrHakamaJのカタログ3冊の合計
和且 洋風 和風 洋風 活物 持 足元 頭 数
洋風 洋且 洋風 洋風 和風 和且 和風 洋風 37 
洋風 洋且 和且 和風 和且 和且 洋風 洋風 19 
計 37 和且 和且 和風 和風 9 
ミックス 和且 和風 洋風 9 
洋且 和且 和風 洋且 9 
rHakamaJ ミックス 和且 和且 和恩 4 
着物 袴 足元 頭 数
ミックス 和風 洋且 洋風 4 
和且 和且 和且 洋風 10 
和風 和風 洋風 和風 4 
和風 和且 洋風 洋風 5 
ミックス 洋風 和且 洋且 3 
和風 和且 和且 和且 5 
洋風 和風 洋且 洋風 3 
洋風 和且 和且 洋風 5 
和風 洋且 洋風 洋風 2 
和風 和且 洋風 和且 4 
和風 洋且 和且 洋風 2 
ミックス 和恩 和風 洋風 3 
洋且 洋且 洋風 洋風 2 
ミックス 和且 洋且 洋且 2 
ミックス 和風 洋風 和風 2 
ミックス 和且 洋風 和風 2 
ミックス 和風 洋且 洋風 2 
ミックス 和風 和風 和風 2 
洋且 洋風 和風 和風
ミックス 和風 洋風 洋風 2 
和風 ミックス 和風 洋風
和風 洋風 和風 洋風
洋且 洋恩 和風 洋風
和風 洋風 洋且 和且
和且 洋風 洋且 和風 1 
ミックス 洋風 和風 洋風 1 
ミックス 洋風 洋風 洋風 1 
ミックス 洋且 洋風 洋風
和風 洋風 和風 和風
和風 洋且 和風 和風
洋風 洋風 洋風 和風
洋且 洋風 洋且 和風
洋風 和風 洋風 和風
洋風 和風 洋風 洋風
計 119 
洋風 和風 洋風 和風
計 48 
-36ー
卒業式に>Lる紛の現代的，{1談の研究I
函25 "i1物、持、足元、iíJiにおいてli:~も多い税lみ介
わせの事例
( 1) rHakamaJより転載
( 2) rはかま』より転叔
がえた。現代の袴スタイルにブーツを合わせる
着裟は、一般化、定番化と言えるのではないか
と考えられる。ブーツの種類については、 fは
いからさんが通る』のヒロインの装いにならっ
た編み上げが多く、色は黒が圧倒的に多く 、茶
色が次に続く 。編み上げブーツの長さは、特に
傾向は見られず、ブーツの長さと袴の長さにつ
いて特にこだわっている様子も伺えない。引は
カタログでは「洋風Jが多かったが、本学学生
は「和風jと「洋屈Uが同数というれ刊誌に至っ
た。「キ1風」の顕は、 小さくまとめたすっきり
したまとめた髪や毛先をカールなどで遊ばない
( 1 ) 
)J!.元は 「布I~J
顕は n芋胤」
( 2 ) 
足元は 「洋風」
頭は「洋風J
|苅26 rミッ クスJの活物と f和風jの紛の組み合
わせの、J~例
( 1) rHakamaJより転戦
( 2) r卒業H手袋jより転戦
表12 学生の全体傾IIJ
項目 分類 人数{人)
和風 44 
理T物 洋風 11 
ミックス 11 
和風 56 
袴 洋風 10 
ミyクス 。
和風 40 
バッグ 洋風 9 
なし 17 
和風 28 
34 
足元 洋風 37 
| その他 3 
ミックス 1 
和風 33 
頭 i羊風 33 
ミックス 。
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凶27 . mnしているブー ツの、J1.例
~12 8 r和風jの磁の・J1.例
髭型を好む学生がみられる([弱28)0I洋風」
については、カタログと同様な髪の形と髭飾り
をJTいている (凪29)。その他、大きなリボン
をつけている学生が目立った(闘 30)。組み合
わせでは、着物は 「手IU訊J、袴は 「和風」が多く、
足元と頭は 「和風JI洋風Jの組み合わせが主
流であり、カタログの提案とほぼ同様といえる
結果となった (表13)。
②クラスター別分析
クラスター別の分析は前述した先行研究を基
にして、日頃の装いをクラスタ一分析した (表
7)を集計した (表 14)。集計した結栄は 「混
在系33%JI萌え ・ギャル系 24%JIノンポリ
系23%JIストリー ト系 15%JIゴスロリ系 3%J
「モード系 2%Jとなった。本学学科の学生の
ファッション志向は、問いポリシーを持ってフ
( 1 ) 宅先をカールしている~E~
( 2 )後飾りがi判E
l立128r平11胤」のlIJlの事例
アツションifliM，を選んでいるというよりは、い
ろいろなテイストを混ぜ合わせてコーディネー
トしている学生が多いという紡糸になってい
る。流行を自分なりにとりいれてお刑務を来し
-38-
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む本学の学生の属性が見えてくる。
各クラスター別の分析では、サンプル数が少
ない「モード系Jrゴスロリ系Jは排除し、 「悦
悶30 大きな リボンの後飾りのτJ~例
表13 学生におけるお物、初、J，E.n;、 li1iの組み合わ
せ分析
fI物 待 足元 頭 数
和風 和風 洋風 和風 10 
利息 和風 和風 洋風 10 
和風 和恩 和風 和風 9 
ミックス 和風 洋風 洋風 5 
洋風 和風 洋風 洋風 5 
和風 和風 洋風 i羊風 4 
洋風 和風 洋風 和風 4 
和風 和風 洋風 洋風 3 
和風 洋風 洋風 和風 2 
和風 洋風 和風 洋風 2 
和風 洋風 和風 和風 2 
ミyクス 和風 和風 和風 2 
洋風 和風 和風 洋風
ミyクス 和風 洋風 和風
洋風 洋風 洋風 和風
ギ1:系JriViえ・ギヤル系Jrノンポリ系Jrスト
リー ト系Jについて紛の淡いの特民性の特徴を
述べていく 。
「混在系」では、「平INtljr i刊瓜Jを組み合わ
せたコーデイネ 卜ーが主流で、 どi主体制li'Jと同級
にお物と袴に 「平lI)mlJをとりいれている (図
31)。日比花系Jは、 「スト リー ト系」と rIiljえ・
ギャル系jの良いところを取って装うファ ッシ
ョン ・テイストのクラスターで rg'{)J;(系」やフ
ァッション維誌のすみ分けがなくなってきた
2010 1 1~ 頃から急述にのびてきたクラ スターで
ある 刷。 近年では、この「浪花系Jクラスター
が網1分化する傾向にある。流行を取り入れて自
分のMみを上手く取り入れる用と、日頃の装い
:l< 14 クラスターごとの分析
クラスター 項目 分類 人数(人)
圃 一和風 13 
量?物 洋風 5 
ミックス 4 
和風 18 
符 洋風 4 
ミックス 。
和風 15 
22人 バッグ 洋風
混在系
33% なし 6 
和風 6 
足元
|ブーツ
洋風
|その他
ミックス 。
和風 9 
iJ'i 洋風 13 
ミックス 。
和風 11 
~物 洋風 3 
ミックス 2 
和風 15 
百万え ・ 16人
袴 洋風
ギャル系 24% 
1 
ミックス 。
和風 9 
バッグ 洋風 2 
なし 5 
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15人ノンポリ系
23% 
ストリー ト系 10人
15% 
ゴスロリ系
2人
3% 
モード系
1人
2% 
足元
頭
理T物
袴
バッグ
足元
頭
活物
袴
バッグ
足冗
頚
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和風
|ブー ツ
洋風
|その他
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
なし
和風
|ブー ツ
洋風
|その他
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
ミックス
和風
洋風
なし
和風
|ブーツ
洋風
|その他
ミックス
和風
洋風
ミックス
9 
。
7 
9 。
12 。
3 
13 
2 。
9 
4 
2 
9 
。
10 
5 。
6 
3 
8 
2 。
7 
2 
3 
5 
5 。
腿131 iJU.E系/主流となっている指物と符は「和l胤J
のJ73主事例
や他学生からの許制liで「おi商務さん」と称され、
広い視野でファッション情報収集を和栂的に行
っている府である。前者の袴の装いは、 (図
32)のように例えば袴の選択が、 1本寛斎の
iKansaiJゃ{}t述衿を何枚も重ねていたりなど
のこだわった装いが目立つ。後者の袴の装いは、
一般にみられる袴の長さでの活用の仕方ではな
く、足元の見え方を考えて計こなしをしている
綴子がうかがえる。(図33)は、袴の長さを短
めに新装している事例である。
一一一一一一
iI前え・ギヤル系」は、足元の分析では「手IJfilJ
が 「洋風Uより多かった。特徹は、(凶34)の
ように、通称ギャル ・ファッションと称される
非常に奇抜でデコラティ ブ、可愛いアイテムを
沢山用いてコーデイネ 卜ーするようなスタイル
と (区135)のように髪をまとめて自足袋に草
履などの「手1風」の印象が強いアイテムを川い
て、全体にスッキ リした印象を感じる装ーいに
2分化される。顕は(図36)のように古典的
な髪型である等、 他のク ラスターには見られな
い点で注目できる。日頃の装いでもフ ァッショ
ンへの関心が強く、流行を猿引しているこのク
ラスターにとって、 「和風Jというキーワード、
一一一一一一一
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( 1 ) fKansaiJの袴 ( 2 ) 何枚も屯ねた1~1述
怜
肉32 iJl1r:系/向分の好み、こだわりを取り入れて
いる ~Yf袋TJ~例
l望133 iJMt系/h!.元の見え方(紛のL之さを短めにお
)1 )にこだわっ た将~ 'J~例
古典的な装いをするのが、新鮮であると.JltiJ!lJで
きる。
「ノンポリ系」は、活物 ・持 ・到は 「手"胤」、
足元は 「洋)ftlJと現代の粉スタイルの流行を反
映する結決となっている (1式137)。日頃の装い
でも、特に目立った清談は好まないこのクラス
l貢134 i抗え ・ギャル系/奇抜でデコラテイプなアイ
テムを)f]いている務談事例
l雪135 iVî え ・ ギT ル系/ f和風J の印象が~lい活主主
'JH何
ターでは、着物の選択は、古風な伝統的な古典
柄が多く 、有1も振り布IJなどの長い布1より短めの
祁iが多く、全体に上品でおとなしい印象の着こ
なしが多い(図38)。足元では、 「洋風J15人
中6人がブーツで、ブーツが一般化している
-41-
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|耳136 I~îえ・ギャル系/，1;典的な~)胞の ・J~例
健137 ノンポリ系/現代の符スタイルの流行を反映
したれ主主事例
実態が読み取れる。仙のクラスターと比較する
と、特に奇抜な又は倒性が強くでるアイテムを
選択している様子は伺えない。
「ストリ ー ト系」 は、 rl:'(~ }!民U を多く 取り入れ
ている足元についてブーツ以外にローファーや
柄足袋、レース足袋等の他の学生が取り入れて
いないアイテムを合わせる特徴的な事象がある
(図 39)。この傾向は、スポーツバッグやベレ
ー耐を合わせる等と 同様に特異性がある (I送1
40)。荒物や袴は、特に際立った特徴が見られ
|耳138 ノンポリ系/おとなしめの..，"f~'芥例
ないが、バッグや足元、へアー ・アクセサリー
などは ~I g:j身につけているアイテムを袴スタイ
ルに合わせている総子が伺える。これらのアイ
テムは、持スタイルのために川立したアイテム
ではないと4fijiJlIJできる。
5-4.考察
今回の分析を要約すると二つの引が言える。
一つ自は、卒業式の持の装いについては、 同IJ
i宇Jを取り入れたコーディネートが主流にな
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( 1 )ローファー ( 2 )制Jl袋 ( 3 )レースJt袋
|耳139 ス ト リート系/特徴的なjιFの lJ~例
|出140 ス トリ ー ト系/スポーツパァグ、ベレ 制ー|を
JI いた沼袋、J~例
っている実態がカタログ及び学生の新装分析か
ら.fIr解できた。またノド米は洋JJllに合わせるブー
ツは、袴のJi:装ではii需であることも垣11)比え
た。まだ断片的な資料ではあるが、学生とのプ
レーンス トー ミングをj泊して「手nJf?羊Jを1)[
り入れた装:いはまだ紺;為2すると.fWilIl)している。
二つLIは、紛のJf訟はiギ:Jliの治拡-とli)t'f<に流
行を捉えてカタログでは抗議さされ、 学'I-=.は流行
を意識してJf諒している現象を拠えることがで
きた。2014"1' 3川にNHKで肱映された「美
の蛮卒業式のJf物Jでは、大1[:1良悦を思わせ
る装いを新しい トレンドとして取り |ニげてい
る。カタログや今IIJIJいた文献では 「レトロ」
というキーワードで能楽されている泊物やコー
ディネ トーである。1I!fjの装いでファッション
に大変興味があり、お刑務であると認識されて
いる学生がこのまEぷーを取り入れた袴の装いをし
ていたことからも トレンドであると推測できる
(図41)0-)J 、 fJ~述撚を何枚も屯ねる、いく
つもアクセサリーをつける、大きな装飾性のあ
る髪街li りなどの II'~長な装飾i を しない袴の装いは
まだあまり一般化していないが新しい"vj:こなし
であると"fl"える。
これらのことから、女子学生の紛の装いは、
卒業式という場開を裂しむための1g'(の消装と
同級のファッションと しての概念で拠えている
のはないかと考・えられる。換言するとお物 ・符
は、EI頃選択しているアイテムと1，;)織の泊装の
ための品舶の一つであ り 、自身のぷlí'J を Jì~に し
て多種多級な商品の"，から選択してコーデイネ
ートしている。長年研究しているil'j1~ _fi-志向、
流行、 トレンド間報功;が重要なj同生となってい
るファッションdi場における尚品選択とI，i)じ現
象である。
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図41 符のトレンド~務を取り入れた着装!I~例
6. まとめ
25年度被服学科の卒業式に見る袴姿は、悲
やかであり個性を表現するファッションとして
とらえていることが明らかとなった。また正統
派といわれる袴のコーディネー トや伝統的着装
様式の統ーはほとんど見られない傾向であっ
た。
今後両研究室では以下のように共同で研究を
進めていく こと を考えている。まず、本学のよ
うに和裁や和服に|刻する知識を学ぶ場があるに
も関わらず、学生に正しい知識が殆と:'1>Uわって
いない現状は危恨すべき問題である。被服平面
造一死~:r"f究室では、本校で伝統的な和}j!t文化の継
承をどのように担い発信していくべきかを早急
に検討し提示していくことを課題とする。また
卒業式の袴姿は従来の傾向からかなり変化を遂
げた。このことについても本学設立 1886年以
来、所蔵されている資料データを時系列に追い、
変化した時期とその要因を時代背景と共に解明
していく 。
被)J民意匠研究室では、今回導き出した考祭を
さらに発展するために、まずは来年度に提案さ
れる袴のレンタル情報を分析することを計画し
ている。対象としているのは、大学生協の公式
ホームページ酬が信頼のメーカーとして提示
している n晴れの場の丸畠Jrジョイフル恵利j
fノ、ィカラさんJrマイムJr鈴乃屋jから来年
度の卒業式での袴の装いの流行予測をして資料
収集をしていきたいと考えている。そして卒業
式を対象とした袴商品の市場において、ファッ
ション・ビジネスと同様の手法がなりたつかを
研究テーマとして上げていきたいと梢想してい
る。ファッション ・ビジネスにおける企画提案
は、消費者の志向とあった商品展開が必須で・あ
り、そのために実績とトレンド情報を総合的に
判断し商品を提示し検証するプロセスを行う。
これに当てはめて女子学生の袴市場について研
究を進めていきたい。具体的には、消費者の志
向を読み取る女子学生のアンケー ト調査と袴レ
ンタル等の実績情報が収集可能ならば、両情報
を検証しながら、今後の袴の若装のトレンドを
発見して予測することを試みていきたい。其の
ためには、袴商品が消費者の手にわたる設計・
製造・流通プロセスまで踏み込み段階的にまた
継続的に研究を進めていきたい。
本年度初めての試みとなった両研究室による
本研究から、今後の和服文化の発展につながる
情報を発信していきたいと考えている。
注
注 1)全体に繰り返し模様が施されている
ものを小紋とする。絵羽模様になってお
り、有h丈が75cm以上の物を振布1とする。
扇山や布1山を起点として裾から上向きに
絵付けがされているものを附下とする。
絵付けによる模様がなく、 一色のみで染
められているものを色無地とする。問中
千代.新・問中千代服飾辞典.同文官|淀
，1991、1) 
注 2)50cm -60cmの布h丈を普通布1、75cm
前後の祁l丈を小振布Ii、 108cm以上の布Ii
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丈を大振袖とする。(社)全日本きもの
振興会.ひと目でわかるきもの用語の基
本.世界文化社，2008
注 3)人聞が被服を着装した状態の意。伊
藤紀之.被服デザインの体系.三共出版
株式会社， 1983，p.8 
注 4)装いの全てを統合すること。バラン
ス良く組み合わせること。田中千代.服
飾事典(増補版).同文書院，1969ふ282
注 5)心の中に思い浮かべる像、形象の意。
新村出.広辞苑第二版.岩波書庖
，1955，p.151 
注 6)2007年から実地している調査分析か
ら、各クラスターについて以下のような
概念として分類している。「ストリート
系Jは、 1997頃から始まった裏原宿か
ら発祥したカジュアル・ファッションo
「萌え・ギャル系」は、渋谷109で展開
されているギャル系ファッションorゴ
スロリ系」は、音楽や映像の影響を受け
たマニア性の高いファッションorモー
ド系Jは、東京モードデザイナーのテイ
ストを取り入れた個性あふれるファッシ
ヨンorノンポリ系Jは、価格で安いこ
とを重視してアイテムを選択するファッ
ションor混在系Jは、「ストリート系J
と「萌え・ギャル系Jの良いところを取
っているファッションo
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